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第２１回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 遺伝子材料検討委員会 
（2023年 12月 22日開催） 

評価・提言 
 
遺伝子材料開発室（室長︓三輪 佳宏） 
 
1． 事業実績 

 
（1） 前回委員会（2022年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 リソースの配列解析パイプラインを整備し、リソースの配列決定を行う事で、受け入れや供給の迅速化
を進め、さらには、保存リソースの品質管理の向上をすすめた。汎用的に使用されるいくつかの遺伝子に
複数個所にわたり配列の異なるものが存在し、配列の差異により、異なる性質を持つ場合があることを
明確に示した。本事実は、分子生物学研究をおこなう世界中の研究者にとって重要な情報であり、論
文化も含め、広く多様な広報戦略を考えている。 

 指摘事項の重要な部分について、期待以上の対応をしたと評価したい。来年度もこうした活動を維持
発展されることを期待する。 

 全般的に室長がリーダーシップを発揮し、非常に積極的に対応しており、高く評価する。これまで繰り返
し指摘されてきた、リソース事業におけるユーザー目線のサービス、寄託・提供手続きの簡素化・迅速化
の必要性に対して、真正面から取り組んで検査体制を大きく変革させるなど、大きな進展が見られてい
る。取り組みを高く評価するとともに、今後の成果に期待する。 

 広報の強化として「配列探偵」の実験医学への連載、学会ブースでのショートプレゼン、ターゲティング広
報の準備など、工夫を凝らした新たな取り組みをされている。特に「配列探偵」は非常に良い試みだと
思う。 

 国内向けの広報は精力的に行っている。更に、海外の研究コミュニティへの認知度を上げることも必要
だと思う。これまでに見出してきた広く使われているプラスミドに複数の遺伝子配列が存在することや、配
列情報に間違いがあることなどは、研究コミュニティにとって重要な問題だと思う。論文発表や Nature
の記事に取り上げてもらうことによって、当室の存在・事業をアピールしてゆくことも必要だと思う。研究
DXのさらなる推進、従来リソースの提供条件の見直し、将来像の構築など、充分に対応されていると
思う。 

 業務の電子化により、寄託・提供手続きにかかる時間の短縮に向けた環境整備が着々と進んでいる。
これらの取り組みにより、寄託・提供手続きの電子化や簡素化に繋がり、一日も早く利用者が実感出
来るサービスの向上となることを期待する。AI を使った論文からの情報抽出も進展しており、精度の向
上が図られた。SNS を使った情報発信についても準備が進められており、今後、新たな利用者層の開
拓に繋がることを期待する。 

 long read と short read を組み合わせた組換え DNA全長配列決定など、品質管理のシステムが
ほぼ確立したことは高く評価される。これが手続きの迅速化にもつながりつつある点も高く評価される。 

 論文情報抽出システムも順調に開発が進んでいる。ホームページもリソース別、ツール別の紹介などが
充実し、改善されてきた。リソースの見直しについても仕組みができつつある。 

 教育関連ビデオは、国内外の研究教育を支える重要な基盤になっていくことが期待される。コンテンツの
企画及び制作を BRC事業として位置づけて運営体制を拡充することも重要と思われ、引き続き検討
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をお願いしたい。 
 手続きの簡素化・迅速化、検査体制の改善、DX の推進、広報の強化、リソース事業における技術
開発など指摘事項への対応が実施されており、リソースの利用拡大に期待したい。また、今後さらにオン
ラインフォームの活用やマルチプラットフォームへの対応、チャットボットの導入などによる手続きの簡素化・
迅速化の推進をすすめ、検査体制の改善等サービスの魅力を高め、FAQ の充実も推し進められること
を期待したい。収集したリソース情報の更新や適正化については、今後も強力に推進すべき課題であ
る。 

 バイオリソースはライフサイエンス研究に必要不可欠な研究材料であり、限られた予算・設備においては
戦力的・体系的に整備していく必要がある。この点においては、室長の強力なリーダーシップによる今後
の収集対象や目指す事業に向けての方針に期待したい。 
 

（2） 令和５年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は世
界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 

 配列決定による品質管理の充実など、一部は国際水準を超えた部分がある。収集保存するリソース
量は従来から世界最高レベルにある。国内での情報発信も充実しつつあり、今後が楽しみである。さら
に、英語化を意識して、海外への情報発信の充実を進めて欲しい。 

 リソースの収集数は伸びているが、提供数が低下傾向にあるように見られる。遺伝子合成が安価ででき
るようになってきていることも関与しているのかもしれないが、原因の特定と対策が必要である。 

 品質管理の改善、遺伝子リソース情報の適正化の取り組みは Addgene を超える優れたものである。
また、これまで問題があった提供体制については、強化と変革により提供の大幅な迅速化を図っており、
近いうちに国際水準になることが期待される。 

 国際会議への参加、国際的な配列データベース情報の誤りや多様性の発見など、国際化に取り組ん
でいると思う。配列情報の誤りなどについては、今後論文などの形で研究コミュニティに広く伝えることが
必要である。 

 新たな人材を雇用するとともに、メンバーのマルチタスク化、リスキリング等、人材育成面でも十分な実績
を上げていると思う。 

 達している。寄託時点での長鎖解析と短鎖解析を組み合わせた全サンプル配列解析による品質管理
によって遺伝子リソースの高い信頼性を担保できる体制が整ったことは、BRC の強みとなることから、国
内外に向けて積極的にアピールしていくべきである。NCBI PubMedからのリンクが付けられたことも、国
内外から多くの研究者を呼び込む動線になることを期待する。 

 世界的には論文数が増大の一途であるなかで提供数が減少傾向にあること、提供先別件数のなかで
国内大学が減少しているように見えるが、これらについてもう少し分析すると有用な情報や対策が出てく
るのではないか。 

 これまでに収集してきた遺伝子リソース数と品質において、国際的に高い競争力を保有している。また、
特にマウス系統数はトップクラスといえる。これらのリソースの収集および品質管理は、BRC の優れた成
果であり、世界的にも大変重要な実績である。 

 この分野の技術進歩は非常に早く、国際会議やコミュニティへの参加は、研究者の要望の把握や本セ
ンターの事業内容をアピールできる良い機会であるとともに、海外との共同研究などの拡大に有用である
ため、今後も積極的に推進すべきである。 

 人材育成については、教育やトレーニングの提供、スキル開発の機会も充実している。ただ、人材育成
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で重要なマルチタスク化については、事業の効率化とトレードオフの関係であることからスタッフとのコミュニ
ケーションが大事である。 
 

（3） 令和５年度の活動は、理研 BRCの第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7年
間）に沿い適切か、また、センターの発展に貢献したか 

 BRC他部署との連携で、リソースパッケージの提供が始まりつつある。BRC全体を活性化する動きであ
り、今後の発展に期待したい。 

 独自の ECM遺伝子を含む各種リソースを拡充し、さらに検査体制を大きく変革し正確かつ迅速な提
供体制の確立に向けた取り組みを積極的に進めている。これらの活動は、第４期計画に沿っており、
BRC の発展に貢献するものと考える。 

 適切であり、貢献した。 
 文科省ナショナルバイオリソースプロジェクトの理研担当 5領域の一つとして、大きな貢献をされてきたと
言える。 

 ライフサイエンス分野の基盤となるリソースを積極的に収集するとともに質の向上を目指して管理体制や
検査体制の改善を推進し、利用者の拡大（新規ユーザーとリピーターの獲得）に向けた情報発信を
適切に実施している。リソースの保存・提供の実績も目標以上を達成しており、センターの発展に十分
貢献している。 

 今後も新しい研究の方向性や技術革新の動向には常に目を向ける必要があり、社会や研究のニーズ
に合わせて柔軟に対応する戦略が必要である。 

 
2． 事業計画について 
 
(1) 令和 6年度の計画は理研 BRCの第 4期中長期計画に沿い適切か、また、センターの発展に貢

献するか 
 適切と考える。令和５年度に開始した、寄託・検査・提供体制の改革、業務の電子化による迅速化
の取り組みを継続発展させることは、バイオリソース事業で最も重要な点であり、進展を期待する。研究
DXのさらなる推進による情報の適正化や ECM解析リソースの集中的拡充も、世界最高水準のバイ
オリソース整備事業を実施するという第４期計画に沿っており、BRC の発展に貢献するものと考える。 

 提供数が低下傾向にあることが懸念される。特に遺伝子クローンの提供が激減しており、これまで提供
を受けるまでに手間と時間がかかりすぎたことから、多少コスト高でも遺伝子合成やクローンの購入をし
たほうが BRCから入手するよりも早いという判断が働いている可能性がある。提供体制の大幅な改善
を早期に完成させ、遺伝子合成よりも早く安く提供できる体制を整え、そのことを既存利用者も含め広
くアピールすることで、利用者、特にリピーターを増やしてほしいと思う。 

 国際的な認知度を上げるために、国際学会の参加や英語ウェブページでの情報発信だけでなく、遺伝
子リソースの問題点の発見について論文発表するとともに、Nature等の科学記事掲載など、海外の
研究者に BRC の活動が広く直接伝わるような取り組みをしてほしいと思う。 

 適切であり、貢献が期待される。遺伝子リソース業務の電子化は、国際的なバイオリソース整備事業と
して必要な最低限の要件である。その上で、HTS による全配列決定寄託・検査・提供体制の構築な
どの信頼性向上に向けた取り組みは、遺伝子リソース情報の適正化とともに BRC の強みとなることか
ら、世界最高水準のバイオリソース整備事業として国内外に広く認知される上で、大きく貢献するものと
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期待される。また、細胞外情報解析リソースの集中的拡充等、特徴的なリソースの充実は BRC の強
みになる取り組みと言える。これらの特徴や強みを利用者拡大へと繋げていくためには、国内外に広く情
報発信しアピールしていくことが必要である。そのためには、英語ウェブページでの開設は必須であるほ
か、研究コミュニティの主要メディアを活用した情報発信活動に積極的に取り組んでいくことを期待する。 

 AI技術によるリソース開発文献・リソース活用文献の自動探索技術の開発は、人材不足を補う重要
なアプローチであるとともに、情報系の人材を巻き込んでいくことで、バイオリソース事業の新たな人材育
成にも繋がっていくことが期待される。 

 報告された取り組みを推進することにより独自性やリソースの質の向上が期待される。また、リソースの拡
充や付加価値への対応は、利用者数や提供数の増加に繋がり、センターの発展に多いに貢献すると
期待される。今後さらに利用者を拡大するには海外からの新規ユーザーの獲得が必要であるため、リソ
ースを利用した論文発表、海外コミュティへの情報発信、国際会議への参加などの取り組みを強化する
ことが必要である。また、ユーザーからのフィードバックを定期的に収集するとともに、改善点や情報が更
新した際にはメール等でユーザーに連絡することにより、サービスへの満足度を高めていくことも有効であ
る。品質管理の強化や業務の効率化に向けて新たな機器の導入や自動化の体制を構築することによ
り、さらに利用者の検証作業の軽減かつ低価格での提供を期待する。 

 
(2) 当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 中長期計画の最終年度であることを考慮すると現在の計画を進めることが重要である。 
 新規整備もよいが、現在保有しているリソースの多くが古い時代の情報しかなく、現在の感覚では情報
不足で活用しづらい状況にあると思う。せっかくのリソースが有効活用されるように、情報の再整備を進
めてほしいと思う。ベクター、リサーチツール、Gene Set Collectionなどは、本来、利用価値の高いリ
ソースだと思うが、全体の配列情報がないものが多い。また、配列がある場合もアノテーション情報が欠
如しているものが多く、利用価値の低いものになっているのが現状である。これらのプラスミドに配列情報
や文献情報等を付加することで、現代的な価値を付加して利用可能な状態にすることが必要だと思
う。 

 以前からも指摘されている点だが、分譲件数の減少がどういった理由によるものなのかを調査し分析し
てほしい。それがもし研究のトレンドやライフサイエンスにおける研究スタイルの変化といったものに起因す
るのであれば、その中で求められるリソース事業の新たなニーズが必ずあるはずで、そうした変化への対応
のヒントになるものと思われる。寄託者・分譲者ともに、リピーターを増やす取り組みについては、引き続き
注力してほしい。 

 昨今、代謝と癌化など様々な生命現象との関係性が注目されつつある。遺伝子材料開発室で代謝
酵素の発現プラスミドを収集する、他センターでメタボロームと代謝酵素の関係を測定する、などのデータ
ベースを構築できれば、関連研究を進めやすくなるかもしれない。 

 CRISPR-Cas9 のノックアウト gRNA ライブラリーの充実（例えばバーコード付与代謝遺伝子 KO ライ
ブラリーなど）があれば活用したい研究者いるように感じる。 

 唯一整備が進んでいないのが SNS。これは数年前から指摘していることではあるが、全く進んでいない。
ウェブは見たいと思うユーザーしか見ないが、SNSはそうでないユーザーの目にも留まるため宣伝効果、
アウトリーチ効果が断然高い。令和 6年度に Xや Facebook、Instagramなどを（すべて行う必要
はないので少なくとも一つ）を開始すべき。またいったん開始したら一日に一度は情報発信をしないとい
けない。一日一度が億劫であるならば自動配信を設定すればよい。 
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 理研で開発された遺伝子リソースの寄託率の向上や特定の遺伝子だけでなく、多くの遺伝子の全転
写産物の網羅的な収集に期待するとともに、研究者が容易に利用できる充実したデータベースや生物
学的情報の整備も必要である。また、ゲノム編集の精度と効率を高める技術開発なども本事業に有
用である。次世代型シーケンサーの 1 つであるロングリードシーケンス用のゲノム DNA の提供において
は、スメアーでない高分子かつ高純度なゲノム DNA が求められており、高品質な DNA の調製法の確
立を望みたい。 

 
3． その他（長期的展望からの助言や提言等） 

 
 供給量が若干下がっていることが、気になる。DNA合成の低価格化、中国からの利用の低下など、い
くつかの可能性が上がっていたが、これが長期的傾向になりそうか、も含めて、原因を調査して欲しい。 

 いくつかのリソースは、ワクチン開発などとからめて安全保障上の問題が起こる可能性がある。過度に神
経質になる必要はないが、安全保障の動向、特に、米国の動向を把握できるルートがあると望ましい。
Addgeneなどと話してみても良いかもしれない。 

 室長がバイオリソース整備事業だけでなく広報業務も担う必要がある状況は室長の負担が大きすぎると
思う。BRC に広報部門を設け、広報やアウトリーチ活動などを担当し、室長は本来の整備事業に専念
できるようにすべきと思う。 

 情報人材の拡充は、情報とリソースの結びつきを強化し、さらなる利便性への向上につなげる上で重要
である。また事業のサステナビリティという視点では、若返りしていく人材に熟練者のスキルや経験値をい
かに継承していくかということが重要である。 

 内閣府では「公的資金による研究データの管理・利活用」を本格的に進め、来年度からデータマネージ
メント計画登録が本格化するようだ。科研費でも全種目に導入される可能性がありそうである。そういっ
た流れのなかで、遺伝子試料などのレポジトリーは試料管理共有のプラットフォームとして役割がさらに
拡充していくのではないだろうか。 

 BRC自体の広報室を設置することも重要。理研本体が広報室を持ち広報活動を行っているものの、
BRC の活動を流布しているとは言い難い。バイオリソースが広く世界に利用されるようになるには広報活
動が何よりも必要である。 

 2022年にも指摘したが、データバンクとの連携が手薄である。DNA Data Bank of Japan
（DDBJ）や Protein Data Bank Japan（PDBj）とはもちろんのこと、現在理研神戸地区で進
行中の SSBD データベース・データリポジトリ（Systems Science of Biological Dynamics 
repository）のようなイメージデータバンクとも連携すべきである。宮脇先生のイメージング関連遺伝子
コンストラクトと組み合わせて相乗効果が期待できる。 

 新規ユーザーおよびリピーターの獲得は、異なる戦略が必要であり、新規ユーザーの獲得には、認知度
を高めること、利用者層のニーズの調査が重要である。また、リピーターの獲得には、競合との差別化や
満足度を向上させるために定期的な情報公開、サービス内容の継続的な更新、リソースの付加価値
や独自性が必要不可欠である。今後、さらに外部機関との連携を強化し、さまざまな日本発の独自リ
ソースの整備やリソースの活用法の提示に期待したい。 
 


